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2
0
2
4
年
９
月
27
日
（
金
）、
Ｐ
Ｇ

Ｍ
ゴ
ル
フ
リ
ゾ
ー
ト
沖
縄
（
沖
縄
県
国

頭
郡
恩
納
村
）
に
お
い
て
「
第
32
回
漁

船
海
難
遺
児
育
英
造
成
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゴ
ル
フ
大
会
（
主
催
：
漁
船
海
難
遺
児
育

英
資
金
造
成
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大

会
実
行
委
員
会
）」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
ち
ら
の
ゴ
ル
フ
大
会
は
、
海
難
等

の
事
故
に
よ
り
犠
牲
と
な
っ
た
漁
業
者

の
子
弟
が
将
来
社
会
に
貢
献
で
き
る
人

材
に
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
い
、

本
会
事
業
を
支
援
す
る
全
国
的
な
資
金

造
成
活
動
の
一
環
お
よ
び
、
県
内
の
遺

児
に
対
す
る
財
政
的
支
援
を
目
的
と
し

て
、
沖
縄
県
漁
協
参
事
会
が
中
心
と
な

り
、
各
漁
協
・
水
産
諸
団
体
の
ご
協
力

の
も
と
毎
年
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

第
32
回
漁
船
海
難
遺
児
育
英
資
金

造
成
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

▲表彰式にて、上原会長と
加古川事務局長

　

11
月
4
日
（
月
・
振
替
休
日
）、
お

台
場
青
海
地
区
特
設
会
場
内
（
東
京
都

港
区
）
に
お
い
て
第
10
回
F
i
s
h-

１

グ
ラ
ン
プ
リ
（
主
催
：
国
産
水
産
物
流

通
促
進
セ
ン
タ
ー
構
成
員 

全
国
漁
業
協

同
組
合
連
合
会
：
以
下
全
漁
連
）
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
F
i
s
h-

１
グ
ラ
ン
プ
リ

は
、
全
国
各
地
の
漁
師
や
漁
協
な
ど
応

募
40
団
体
か
ら
書
類
審
査
を
通
過
し
た

８
団
体
が
国
産
水
産
物
を
使
っ
て
調

理
・
提
供
し
、
来
場
者
と
審
査
委
員
の

投
票
で
優
勝
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
開

催
当
日
は
天
気
に
恵
ま
れ
、
11
月
と
は

思
え
な
い
ほ
ど
の
暑
さ
で
し
た
。
会
場

と
な
っ
た
お
台
場
は
初
開
催
で
し
た

が
、
大
勢
の
来
場
者
で
あ
ふ
れ
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
で
海
外
の
方
も
多
く
み
ら
れ
ま

し
た
。
試
食
・
投
票
が
行
わ
れ
て
い
る

間
に
は
、
さ
か
な
ク
ン
が
お
魚
の
魅
力

を
楽
し
く
教
え
て
く
れ
る
ス
テ
ー
ジ
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

投
票
と
審
査
の
結
果
、
グ
ラ
ン
プ
リ

に
輝
い
た
の
は
、
Ｊ
Ｆ
み
や
ぎ
／
戸
倉

S
e
a 

B
o
y
s
「
旨
み
た
っ
ぷ
り
み

や
ぎ
サ
ー
モ
ン
と
牡
蠣
の
バ
タ
ー
ピ
ラ

フ
」、
準
グ
ラ
ン
プ
リ
は
、
Ｊ
Ｆ
岡
山

漁
連
の
「
岡
山
海
の
幸
ブ
ラ
ッ
ク
丼
」

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
は
、
会
場
内
で
風
船
と
チ
ラ
シ

を
配
布
し
「
水
色
の
羽
根
募
金
」
へ
の

理
解
と
協
力
を
呼
び
か
け
、
た
く
さ
ん

の
皆
さ
ま
よ
り
温
か
い
ご
支
援
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

関
係
者
の
皆
さ
ま
並
び
に
、
来
場
者

の
皆
さ
ま
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
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10
月
24
日
（
木
）、
東
京
国
際
フ
ォ
ー

ラ
ム
（
東
京
都
千
代
田
区
）
に
お
い
て
、

全
国
の
漁
業
者
及
び
自
治
体
関
係
者
な

ど
約
1
，
3
0
0
人
が
集
結
し
、「
第
73

第
73
回
全
国
漁
港
漁
場
大
会

（写真提供：水産経済新聞社）

　

10
月
23
日
（
水
）、
東
京
ド
ー
ム
ホ
テ

ル
（
東
京
都
文
京
区
）
に
て
「
2
0
2
4

年
度
全
国
推
進
本
部
会
長
会
議
（
主
催
：

全
国
共
済
水
産
業
協
同
組
合
連
合
会　

楠
田
勇
二
代
表
理
事
会
長
）」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
大
会
主
催

者
の
ご
厚
意
の
も
と
漁
船
海
難
遺
児
を

励
ま
す
全
国
協
議
会
（
全
励
協
）
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
会
場
ロ
ビ
ー
に
て
募

金
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
議
主
催
者
は
じ
め
、
ご
協
力
い
た

だ
い
た
多
く
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
２
４
年
度
全
国
推
進
本
部

会
長
会
議

　

2
0
2
4
年
11
月
7
日
（
木
）、
パ
レ

ス
ホ
テ
ル
東
京
（
東
京
都
千
代
田
区
）

に
お
い
て
「
ぎ
ょ
さ
い
創
設
60
周
年
記

念
大
会
（
主
催
：
全
国
漁
業
共
済
組
合

連
合
会
、
宮
原
淳
一
会
長
理
事
）
が
開

催
さ
れ
、
全
国
か
ら
約
3
0
0
名
の
関

係
者
を
招
き
、
特
別
功
労
者
の
表
彰
等

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

漁
業
共
済
は
、
災
害
や
不
慮
の
事
故

等
に
よ
っ
て
中
小
漁
業
者
が
受
け
た
損

失
を
補
て
ん
す
る
公
的
保
険
と
し
て
、

1
9
6
4
年
7
月
に
制
定
さ
れ
た
漁
業

災
害
補
償
法
に
基
づ
き
創
設
さ
れ
本
年

で
60
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
会
で
は
、
主
催
者
の
ご
厚
意
の
も

と
、
会
場
受
付
付
近
に
て
募
金
活
動
を

行
わ
せ
て
き
た
だ
き
、
来
場
さ
れ
た
皆

さ
ま
よ
り
温
か
い
ご
支
援
を
賜
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
大
会
主
催
者
は
じ
め
、

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
多
く
の
皆
さ

ま
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ぎ
ょ
さ
い
創
設
60
周
年
記
念
大
会

▲「旨みたっぷりみやぎサーモンと牡蠣のバターピ
ラフ」（写真上）、「岡山海の幸ブラック丼」（写真下）

（写真提供：JF全漁連）

　

10
月
17
日
（
木
）
豊
洲
市
場
場
内
の

第
一
水
産
会
議
室
に
お
い
て
、
東
京
中

央
卸
売
市
場
豊
洲
市
場
福
祉
報
徳
会（
会

長
：
田
口
耕
平
第
一
水
産
（
株
）
会
長
）

豊
洲
報
徳
会
寄
附
贈
呈
式

発
展
し
て
い
く
」
年
と
考
え
ら
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

昨
年
我
が
国
で
は
衆
議
院
選
挙
の
結

果
、
自
民
党
が
少
数
与
党
と
な
り
、
ま

た
本
年
1
月
か
ら
は
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ

ン
プ
氏
が
米
国
大
統
領
に
返
り
咲
き
ま

し
た
。

　

経
済
的
に
も
国
際
的
に
も
難
し
い
問

題
が
山
積
し
て
い
る
中
で
本
年
が
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
く
か
予
断
を
許
さ
な

い
情
勢
で
は
あ
り
ま
す
が
、
人
と
人
の

結
び
つ
き
、
繋
が
り
を
皆
が
大
切
す
る

こ
と
が
心
豊
か
に
過
ご
せ
る
処
方
箋
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
新
し
い
年
が
奨
学
生
の
皆

さ
ん
、
ご
家
族
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
実

り
多
き
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念

申
し
あ
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

様
よ
り
ご
寄
附
を
い
た
だ
く
に
あ
た
り
、

2
0
2
4
年
度
寄
附
金
贈
呈
式
が
行
わ

れ
、
本
会
加
古
川
事
務
局
長
が
出
席
致

し
ま
し
た
。

　

こ
ち
ら
の
報
徳
会
は
昭
和
49
年
に
開

設
さ
れ
市
場
で
働
く
方
々
が
会
員
と
な

り
、
そ
の
善
意
を
色
々
な
団
体
に
寄
附

活
動
を
展
開
し
て
い
る
民
間
の
慈
善
団

体
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
築
地
に
市
場
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
東
京
築
地
中
央
市

場
福
祉
報
徳
会
で
し
た
が
中
央
市
場
移

転
に
よ
り
2
0
1
9
年
度
か
ら
現
在
の

団
体
名
に
変
更
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

贈
呈
式
で
田
口
会
長
は
、「
近
年
増
加

し
て
い
る
異
常
気
象
や
、
地
震
な
ど
の

災
害
か
ら
目
を
背
け
ず
、
引
き
続
き
福

祉
報
徳
会
と
し
て
困
っ
て
い
る
方
々
を

少
し
で
も
支
援
で
き
る
よ
う
精
力
的
に

活
動
し
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

目
録
を
贈
呈
さ
れ
た
3
団
体
（
日
本

赤
十
字
社
東
京
都
支
部
・
江
東
区
社
会

福
祉
協
議
会
・
漁
船
海
難
遺
児
育
英
会
）

　

当
日
は
約
66
組
2
5
6
名
が
参
加
さ

れ
、
早
朝
よ
り
プ
レ
ー
を
楽
し
ま
れ
ま

し
た
。
プ
レ
ー
終
了
後
の
表
彰
式
に
て

上
原
大
会
会
長
（
Ｊ
Ｆ
沖
縄
漁
連
会
長
）

よ
り
目
録
を
受
け
取
っ
た
本
会
加
古
川

事
務
局
長
は
、「
皆
さ
ま
方
の
ご
趣
旨
に

添
い
、
海
難
遺
児
の
育
英
事
業
の
た
め

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
述

べ
感
謝
の
意
を
表
し
ま
し
た
。

　

大
会
関
係
者
は
じ
め
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
多
く
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

回
全
国
漁
港
漁
場
大
会
（
主
催
：
公
益

社
団
法
人
全
国
漁
港
漁
場
協
会
、
髙
吉

晋
吾
会
長
）」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

髙
吉
会
長
は
、
冒
頭
、
能
登
半
島
地

震
・
集
中
豪
雨
の
犠
牲
者
に
哀
悼
の
意

を
示
す
と
と
も
に
、「
漁
村
住
民
の
命
、

漁
船
な
ど
の
財
産
を
守
り
、
災
害
に
強

い
漁
業
地
域
づ
く
り
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。」
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
続
い

て
「
藻
場
の
保
全
」
と
「
海
業
の
全
国

展
開
」
を
特
に
拡
充
し
た
提
言
を
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
に
お
い
て
は
、
会
場
受
付
付
近

で
募
金
活
動
を
行
い
、
皆
様
よ
り
温
か

い
ご
支
援
を
賜
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
会
主
催
者
は
じ
め
、
ご
支
援
い
た
だ

き
ま
し
た
多
く
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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11
月
9
日
（
土
）、
10
日
（
日
）
と
２

日
間
、「
つ
な
ぐ
バ
ト
ン　

豊
か
な
海

を　

次
世
代
へ
」
を
テ
ー
マ
に
第
43
回

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
が
天
皇
・

皇
后
両
陛
下
ご
臨
席
の
も
と
、
大
分
県

の
大
分
市
と
別
府
市
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
海
づ
く
り
大
会
の
記
念
す
べ
き
第

1
回
大
会
が
１
９
８
１
年
に
大
分
で
開

催
さ
れ
て
以
来
、
43
年
ぶ
り
２
回
目
と

な
り
ま
す
。
天
皇
陛
下
は
「
発
祥
の
地

で
行
わ
れ
る
今
大
会
を
契
機
と
し
て
、

全
国
各
地
に
お
い
て
取
り
組
ま
れ
て
き

た
豊
か
な
海
づ
く
り
の
活
動
に
皆
さ
ん

の
英
知
と
努
力
を
再
び
結
集
し
、
さ
ら

に
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま

す
」
と
お
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
別
府
港
で
行
わ
れ
た

放
流
行
事
で
は
、
両
陛
下
が
緑
色
Ｌ
Ｅ

Ｄ
光
設
備
で
生
産
さ
れ
た
マ
コ
ガ
レ
イ

と
マ
ダ
イ
の
種
苗
を
手
渡
さ
れ
、
モ
ニ

タ
ー
で
43
年
前
の
会
場
で
あ
っ
た
佐
伯

市
松
浦
漁
港
と
つ
な
ぎ
、
同
港
に
待
機

し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
と
タ
イ
ミ
ン
グ

を
合
わ
せ
て
放
流
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
に
お
い
て
は
、
関
連
行
事
（
9
、

10
日
）「
豊
か
な
海
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ

２
０
２
４
（
ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
大
分
「
祝

祭
の
広
場
」、
大
分
駅
府
内
中
央
広
場
）」

に
て
、（
公
社
）
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
大
分
連
盟
（
県
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー　

真
田
康
広
様
）・（
公
社
）
ガ
ー
ル
ス
カ

ウ
ト
大
分
連
盟
（
連
盟
長　

工
藤
喜
賀

様
）
を
は
じ
め
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、
汗
び
っ
し
ょ
り
に
な
り

な
が
ら
来
場
者
へ
募
金
を
呼
び
掛
け
ま

し
た
。
イ
ベ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ
で
は
さ
か

な
ク
ン
と
一
緒
に
募
金
活
動
を
ア
ピ
ー

ル
し
、
さ
か
な
ク
ン
か
ら
も
ぎ
ょ
せ
ん

円
（
５
千
円
）
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き

た
。

　

式
典
行
事
（
10
日
）
も
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
の
皆
さ
ん
に

ご
協
力
を
し
て
い
た
だ
き
、
お
も
て
な

し
広
場
に
て
活
動
を
し
、
参
加
者
の

方
々
よ
り
多
く
の
温
か
い
ご
支
援
・
励

ま
し
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
多
く
の

皆
さ
ま
、
大
会
主
催
者
は
じ
め
募
金
活

動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
次
回
大
会
は
来
年
11
月
9
日

に
三
重
県
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。
詳

し
い
情
報
は
「
第
44
回
全
国
豊
か
な

海
づ
く
り
大
会
~
美
し
国
み
え
大
会

~
」https://w

w
w

.yutakanaum
i.jp/

um
idukuri/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

全国豊かな海づくり大会

▲お言葉を述べる天皇陛下

▲放流される天皇、皇后両陛下 （代表撮影）

（代表撮影）

（写真提供：水産経済新聞社） ▲さかなクンと募金のアピールをしました

2
0
2
4
年
12
月
6
日
（
金
）
福
岡

市
鮮
魚
市
場
市
場
会
館
に
お
い
て
、
福

岡
市
鮮
魚
仲
卸
協
同
組
合
（
理
事
長
：

西
尾
健
一
）
様
よ
り
ご
寄
附
を
頂
き
ま

し
た
。

　

福
岡
市
鮮
魚
仲
卸
協
同
組
合
は
鮮
魚

市
場
で
働
く
地
元
仲
卸
の
組
合
で
、

2
0
0
1
年
か
ら
毎
年
寄
附
活
動
を
続

け
て
来
ら
れ
て
お
り
、
今
回
で
24
回
目

と
な
り
ま
す
。

　

寄
附
金
を
贈
る
に
あ
た
り
、
西
尾
理

事
長
は
「
仲
卸
は
漁
業
者
が
あ
っ
て
こ

そ
商
売
が
成
り
立
っ
て
お
り
、
そ
の
苦

労
し
て
獲
っ
た
鮮
魚
は
責
任
を
持
っ
て

取
り
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後

も
後
継
者
の
育
成
に
役
立
た
せ
て
ほ
し

い
。」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

漁
船
海
難
遺
児
育
英
会
を
代
表
し
、

福
岡
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
の
近
松

英
一
郎
参
事
が
毎
年
の
多
額
の
支
援
に

謝
辞
を
述
べ
、
そ
の
後
出
席
者
全
員
で

記
念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

福
岡
市
鮮
魚
仲
卸
協
同
組
合

よ
り
ご
寄
附

▲西尾理事長（右から４人目）が近松参事（同５人目）に寄附金を
手渡されました

を
代
表
し
、
日
本
赤
十
字
社
東
京
都
支

部
振
興
部
の
新
井
雅
人
部
長
が
謝
辞
を

述
べ
、
式
終
了
後
は
出
席
者
全
員
で
記

念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。
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育 英 会 だ よ り 2025年１月１日（ 4 ）

漁 船 海 難 遺 児 に 愛 の 手 を ! ! 　 水 色 の 羽 根 募 金

第 193 号

＊
酷
暑
か
ら
急
に
初
冬
の
感
あ
り
で
す
。

世
界
も
日
本
も
エ
ゴ
中
心
で
戦
争
ば
か

り
。
海
の
魚
も
生
き
て
行
く
の
に
必
死

で
し
ょ
う
か
。

（
埼
玉
県
）

都道府県別学資給与奨学生数
（2024 年 12 月末現在 / 単位：人）

都道府県
給与奨学生

合計
幼児 小学校 中学校 高校等 大学等

北海道 1 3 7 7 3 21
青森 2 2 1 5
岩手 2 2 （1）6 4 （1）14
宮城 2 1 2 3 8
秋田
山形
福島 3 2 3 3 11
茨城
千葉 2 2 2 4 10
東京

神奈川 2 2
新潟 1 1
富山 1 1 1 3
石川 1 （1）2 1 （1）4
静岡 1 1
愛知 1 1 2
福井 1 1
三重 2 1 3
京都
大阪
兵庫 1 1 1 3

和歌山 2 2 2 6
鳥取 1 1 2
島根
岡山
広島 1 1
山口
徳島
香川 1 1
愛媛 1 2 3
高知 1 1 2
福岡 1 1

福岡有明 1 1
佐賀玄海 1 1
佐賀有明

長崎 2 2 4 8
大分
熊本 1 1 2 1 5
宮崎 1 1

鹿児島 1 1 1 3 6
沖縄 2 2 4
合計 4 21 （1）26 39 41 （2）131

注：（　）内は特別支援学生で内数である。

▼
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
昨
年
に
引
き
続
き
⋮
ボ
ヤ
キ

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
庶
民
の
給
料

は
上
が
ら
ず
、
税
金
と
物
価
と
ガ
ソ
リ

ン
と
電
気
代
と
気
温
だ
け
は
ど
ん
ど
ん

上
が
り
続
け
て
い
ま
す
が
、
年
末
募
金

に
た
く
さ
ん
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
J
F
共
水
連
さ
ん
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

編
集
後
記

１
、
漁
協
系
統
募
金
（
各
都
道
府
県
の

漁
連
、
信
漁
連
等
で
構
成
す
る
「
漁
船

海
難
遺
児
を
励
ま
す
地
方
協
議
会
（
略

称
・
地
励
協
）」
等
で
取
り
扱
っ
た
分
で
、

一
般
寄
附
を
含
み
ま
す
。）

〔
９
月
〕
◎
青
森
県
▽
Ｊ
Ｆ
泊
◎
富
山

県
▽
Ｊ
Ｆ
く
ろ
べ
︱
自
販
機
売
上
一
部

︱
㈱
ワ
ン
ハ
ー
ト
経
由
◎
兵
庫
県
▽
Ｊ

Ｆ
浜
坂
︱
漁
協
合
併
50
周
年
記
念
第
92

回
海
難
遺
児
チ
ャ
リ
テ
ィ
・
鳥
羽
一
郎

漁
港
（
み
な
と
ま
ち
）
コ
ン
サ
ー
ト
募

金
◎
長
崎
県
▽
Ｊ
Ｆ
橘
湾
中
央
江
の
浦

支
所
▽
長
崎
大
学
水
産
学
部
50
回
生
同

窓
会
募
金

〔
10
月
〕
◎
北
海
道
▽
北
海
道
漁
業
共
済

組
合　

組
合
長
理
事
奈
良
満
︱
創
立
60

周
年
記
念
と
し
て
◎
千
葉
県
▽
Ｊ
Ｆ
富

津
︱
自
販
機
売
上
一
部
︱
コ
カ
・
コ
ー

ラ
ボ
ト
ラ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
㈱
経
由
◎
富

山
県
▽
Ｊ
Ｆ
く
ろ
べ
︱
自
販
機
売
上
一

部
︱
㈱
ワ
ン
ハ
ー
ト
経
由
◎
静
岡
県
▽

Ｊ
Ｆ
清
水
用
宗
支
所
▽
大
井
川
港
漁
協

直
営
食
堂
「
さ
く
ら
」
▽
Ｊ
Ｆ
由
比
港

▽
用
宗
漁
港
ま
つ
り
実
行
委
員
会
◎
山

口
県
▽
浦
２
区
納
税
組
合
▽
下
関
地
区

漁
協
女
性
部
連
絡
協
議
会
▽
山
口
県
漁

協
伊
崎
支
店
女
性
部
▽
Ｊ
Ｆ
山
口
県
女

性
部
▽
山
口
県
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会

▽
Ｊ
Ｆ
山
口
本
店
、、
同
事
業
部
、
吉

佐
統
括
支
店
◎
沖
縄
県
▽
Ｊ
Ｆ
糸
満
／

（
資
）
カ
ワ
ヒ
ラ
商
会
︱
自
販
機
売
上

一
部
︱
ダ
イ
ド
ー
ド
リ
ン
コ
㈱
沖
縄
オ

フ
ィ
ス
経
由

〔
11
月
〕
◎
千
葉
県
▽
千
葉
県
漁
連
海

産
物
直
売
所
「
海
市
場
」
︱
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ち

ば
ま
つ
り
募
金
▽
銚
子
市
漁
協
さ
ん
ま

部
会
▽
Ｊ
Ｆ
東
日
本
信
漁
連
館
山
営
業

店
◎
富
山
県
▽
Ｊ
Ｆ
く
ろ
べ
︱
自
販
機

売
上
一
部
︱
㈱
ワ
ン
ハ
ー
ト
経
由
◎
石

川
県
▽
中
道
五
郎
◎
大
分
県
▽
第
43
回

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
~
お
ん
せ

ん
県
お
お
い
た
大
会
~
募
金
◎
沖
縄
県

▽
沖
縄
砂
利
採
取
事
業
協
同
組
合
／
深

田
サ
ル
ベ
ー
ジ
建
設
㈱
／
農
林
中
央
金

庫
那
覇
支
店
／
沖
縄
県
漁
協
参
事
会
︱

第
32
回
漁
船
海
難
遺
児
育
英
資
金
造
成

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

２
、
一
般
寄
附

〔
９
月
〕
◎
北
海
道
▽
清
水
泰
◎
岩
手

県
▽
全
国
海
友
婦
人
会
宮
古
支
部
、
山

田
支
部
︱
全
日
海
本
部
経
由
◎
東
京
都

▽
榎
本
み
つ
枝
▽
鈴
木
和
子
◎
兵
庫
県

▽
神
戸
港
を
考
え
る
会
代
表
角
本
稔
︱

メ
リ
ケ
ン
地
蔵
盆
協
賛
金
の
一
部
▽
神

港
魚
類
Ｏ
Ｂ
会
︱
解
散
に
よ
る
◎
鳥
取

県
▽
浜
野
茂
夫
◎
そ
の
他
▽
イ
ナ
ガ
キ

テ
ル
ヨ
シ
▽
橋
詰
憲
孝

〔
10
月
〕
◎
北
海
道
▽
清
水
泰
◎
岩
手
県

▽
岩
手
県
立
久
慈
東
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

︱
バ
ザ
ー
収
益
金
◎
宮
城
県
▽
工
藤
和

子
◎
東
京
都
▽
黒
木
正
幸
▽
２
０
２
４

年
度
全
国
推
進
本
部
会
長
会
議
募
金
▽

東
京
岩
水
会
▽
東
京
都
中
央
卸
売
市
場

豊
洲
市
場
福
祉
報
徳
会
▽
鈴
木
和
子
▽

第
73
回
全
国
漁
港
漁
場
大
会
募
金
◎
福

井
県
▽
に
た
り
会　

会
長
熊
谷
勝
明
︱

団
体
解
散
に
よ
る
◎
京
都
府
▽
大
西
徹

◎
大
阪
府
▽
松
井
優
紀
子
◎
兵
庫
県
▽

大
山
㈱
代
表
取
締
役
大
山
孝
勇
︱
団
体

解
散
に
よ
る
◎
鳥
取
県
▽
浜
野
茂
夫
◎

福
岡
県
▽
（
一
社
）
福
岡
市
中
央
卸
売

市
場
鮮
魚
市
場
協
会
／
福
岡
市
鮮
魚
仲

卸
協
同
組
合
︱
自
販
機
売
上
一
部
︱
コ

カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
ラ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
㈱

経
由
▽
内
浜
落
語
会
◎
そ
の
他
▽
匿
名

〔
11
月
〕
◎
北
海
道
▽
清
水
泰
◎
岩
手

　

２
０
２
４
年
度
第
３
回
給
与
奨
学
生

出
願
者
（
10
月
15
日
締
切
）
は
お
り
ま

せ
ん
で
し
た
の
で
、
奨
学
生
選
考
委
員

会
は
中
止
致
し
ま
し
た
。

12
月
末
現
在
の
奨
学
生
数
は
、
別
表

（
最
終
頁
記
載
）「
都
道
府
県
別
奨
学
生

数
」
の
と
お
り
で
す
。

２
０
２
４
年
度

第
３
回
奨
学
生
選
考
委
員
会

森
県
▽
野
呂
英
樹
◎
岩
手
県
▽
若
狭
み

か
子
◎
山
形
県
▽
佐
藤
明
美
◎
茨
城
県

▽
髙
瀨
美
和
子
▽
三
次
亮
◎
埼
玉
県
▽

岩
山
裕
史
▽
小
林
哲
朗
▽
西
田
耕
太
郎

▽
深
瀨
茂
哉
◎
千
葉
県
▽
石
山
新
悟
▽

岩
下
巧
▽
内
田
珠
一
▽
大
類
裕
久
▽
新

塘
博
文
▽
中
島
健
▽
檜
垣
浩
輔
▽
若
林

満
◎
東
京
都
▽
上
野
新
治
▽
岡
部
典
子

▽
梶
山
千
草
▽
勝
野
輝
美
▽
河
南
健
▽

木
村
吉
男
▽
㈱
洸
洋
代
表
取
締
役
礒
野

洋
志
▽
髙
田
明
生
▽
田
中
郁
也
▽
戸
田

滿
弘
▽
㈱
日
本
バ
リ
ア
フ
リ
ー
▽
廣
野

淳
▽
本
川
一
善
▽
水
田
正
和
▽
森
健
▽

山
下
恭
助
◎
神
奈
川
県
▽
石
川
和
彦
▽

井
上
清
和
▽
越
智
豊
子
▽
黒
萩
真
悟
▽

樋
口
知
路
▽
森
本
哲
也
▽
山
崎
い
づ
み

▽
山
本
道
郎
◎
京
都
府
▽
北
村
卓
大
◎

兵
庫
県
▽
三
木
周
子
◎
山
口
県
▽
熊
谷

佐
枝
子
◎
佐
賀
県
▽
久
米
正
剛
◎
長
崎

県
▽
川
端
京
子

ご
寄
附
の
お
礼

　

２
０
２
４
年
９
月
か
ら
11
月
ま
で
に

ご
寄
附
を
頂
い
た
皆
さ
ま
の
ご
芳
名

（
敬
称
略
）
を
掲
げ
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

〔
９
月
〕
◎
北
海
道
▽
本
間
雅
彦
◎
青

森
県
▽
野
呂
英
樹
◎
岩
手
県
▽
若
狭
み

か
子
◎
山
形
県
▽
佐
藤
明
美
◎
茨
城
県

▽
髙
瀨
美
和
子
▽
三
次
亮
◎
埼
玉
県
▽

岩
山
裕
史
▽
小
林
哲
朗
▽
西
田
耕
太
郎

▽
深
瀨
茂
哉
▽
松
本
安
裕
◎
千
葉
県
▽

石
山
新
悟
▽
岩
下
巧
▽
内
田
珠
一
▽
大

類
裕
久
▽
新
塘
博
文
▽
中
島
健
▽
檜
垣

浩
輔
▽
若
林
満
◎
東
京
都
▽
上
野
新
治

▽
岡
部
典
子
▽
梶
山
千
草
▽
勝
野
輝
美

▽
㈱
洸
洋
代
表
取
締
役
礒
野
洋
志
▽
木

村
吉
男
▽
髙
田
明
生
▽
戸
田
滿
弘
▽
㈱

日
本
バ
リ
ア
フ
リ
ー
▽
長
谷
成
人
▽
廣

野
淳
▽
本
川
一
善
▽
水
田
正
和
▽
森
健

▽
山
下
恭
助
◎
神
奈
川
県
▽
石
川
和
彦

▽
井
上
清
和
▽
越
智
豊
子
▽
黒
萩
真
悟

▽
樋
口
知
路
▽
森
本
哲
也
▽
山
本
道
郎

◎
京
都
府
▽
北
村
卓
大
◎
大
阪
府
▽
道

本
孝
治
◎
兵
庫
県
▽
三
木
周
子
◎
山
口

県
▽
熊
谷
佐
枝
子
◎
佐
賀
県
▽
久
米
正

剛
◎
長
崎
県
▽
川
端
京
子

〔
10
月
〕
◎
北
海
道
▽
本
間
雅
彦
◎
青

森
県
▽
野
呂
英
樹
◎
岩
手
県
▽
若
狭
み

か
子
◎
山
形
県
▽
佐
藤
明
美
◎
茨
城
県

▽
髙
瀨
美
和
子
▽
三
次
亮
◎
埼
玉
県
▽

岩
山
裕
史
▽
小
林
哲
朗
▽
西
田
耕
太
郎

▽
深
瀨
茂
哉
▽
松
本
安
裕
◎
千
葉
県
▽

石
山
新
悟
▽
岩
下
巧
▽
内
田
珠
一
▽
大

類
裕
久
▽
新
塘
博
文
▽
中
島
健
▽
檜
垣

浩
輔
▽
若
林
満
◎
東
京
都
▽
上
野
新
治

▽
岡
部
典
子
▽
梶
山
千
草
▽
勝
野
輝
美

▽
㈱
洸
洋
代
表
取
締
役
礒
野
洋
志
▽
木

村
吉
男
▽
髙
田
明
生
▽
戸
田
滿
弘
▽
㈱

日
本
バ
リ
ア
フ
リ
ー
▽
廣
野
淳
▽
本
川

一
善
▽
水
田
正
和
▽
森
健
▽
山
下
恭
助

◎
神
奈
川
県
▽
石
川
和
彦
▽
伊
豆
丸
厚

▽
井
上
清
和
▽
越
智
豊
子
▽
黒
萩
真
悟

▽
樋
口
知
路
▽
森
本
哲
也
▽
山
本
道
郎

◎
京
都
府
▽
北
村
卓
大
◎
兵
庫
県
▽
三

木
周
子
◎
山
口
県
▽
熊
谷
佐
枝
子
◎
佐

賀
県
▽
久
米
正
剛
◎
長
崎
県
▽
川
端
京

子〔11
月
〕
◎
北
海
道
▽
本
間
雅
彦
◎
青

※
寄
附
金
は
、
全
て
公
益
目
的
事
業
で
あ
る

漁
船
海
難
遺
児
等
に
対
す
る
修
学
助
成
事
業

に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

県
▽
森
え
み
子
◎
茨
城
県
▽
茨
城
県
立

海
洋
高
等
学
校
生
徒
会
︱
文
化
祭
募
金

◎
埼
玉
県
▽
磯
慎
一
◎
東
京
都
▽
（
一

社
）
海
洋
水
産
シ
ス
テ
ム
協
会
︱
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
収
益
金
▽
阪

井
光
平
▽
ぎ
ょ
さ
い
創
設
60
周
年
記
念

大
会
募
金
▽
池
端
薫
▽
片
岡
亮
▽
第
10

回
Ｆ
ｉ
ｓ
ｈ-

１
グ
ラ
ン
プ
リ
募
金
▽

明
治
大
学
付
属
中
野
八
王
子
中
学
校
・

高
等
学
校
生
徒
会
福
祉
委
員
会
▽
鈴
木

和
子
◎
神
奈
川
県
▽
よ
こ
す
か
さ
か
な

祭
り
実
行
委
員
会
実
行
委
員
長
府
川
一

雄
︱
「
第
23
回
よ
こ
す
か
さ
か
な
祭
り
」

炭
火
焼
さ
ん
ま
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
販
売
売

上
金
︱
㈱
横
須
賀
魚
市
場
経
由
▽
黒
萩

真
悟
◎
愛
知
県
▽
愛
知
県
立
半
田
農
業

高
等
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
︱
文
化
祭

誌
「
う
ぇ
~
ぶ
」
第
69
号
内
、「
は
ま

か
ぜ
通
信
」
に
特
集
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
‼
ほ
ん
の
り
二
重
あ
ご
の
私
が
掲

載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
購
読
く

だ
さ
い
。

（
Ｋ
）

▼
今
年
も
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
に
て

皆
さ
ん
の
顔
が
見
ら
れ
る
と
嬉
し
い
で

す
。
あ
わ
せ
て
、
本
会
募
金
活
動
が
お

邪
魔
し
て
も
良
い
よ
！
と
い
う
イ
ベ
ン

ト
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
声
掛
け
い
た

だ
け
る
と
幸
い
で
す
。
（
担
当
：
高
橋
）

募
金
◎
兵
庫
県
▽
吉
野
誉
子
▽
五
弓
徹

◎
大
分
県
▽
㈱
溝
口
組
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